
ご
あ
い
さ
つ

　

令
和
６
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
や
羽
田
空
港
の
航
空
機
事
故
な
ど

新
年
を
襲
っ
た
大
災
害
と
事
故
に
、
深
い
悲
し
み
を

お
ぼ
え
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
抱

き
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
う
こ

と
で
す
。
日
を
追
う
に
つ
れ
て
、
そ
の
被
害
の
甚
大

さ
と
、
そ
の
後
の
災
害
関
連
死
に
至
ら
れ
た
事
例
の

状
況
等
報
道
さ
れ
、
厳
し
い
現
実
に
様
々
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
既
に
被
災
地
支
援
等
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
同
窓
生
も
お
ら
れ
る
の
で
は
と
、
支
援

状
況
を
注
視
す
る
日
々
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
、
人
流
も
活
発
に
な

り
、
鹿
児
島
で
も
海
外
か
ら
の
旅
行
客
も
目
立
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
か

ご
し
ま
国
体
」「
特
別
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
で
は
、

県
外
か
ら
の
選
手
団
や
大
会
の
関
係
者
の
方
々
が
多

く
来
ら
れ
て
、
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。
様
々
な
部

署
（
救
護
・
受
付
・
案
内
等
）
に
お
い
て
、
そ
の
業

務
に
従
事
さ
れ
た
同
窓
生
も
多
か
っ
た
と
伺
い
ま
し

た
。
10
月
と
は
い
え
、
真
夏
並
み
の
天
候
の
下
、
皆
様
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。
一
見
す
る
と
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
課
題
が
発
生
す
る
前
の
社
会
に
戻
っ
た

か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
際
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
そ
の
他
の
感
染
症
の
動
向
に
も
変
化
が
あ
り
、

な
か
な
か
気
の
抜
け
な
い
日
々
で
あ
り
、
医
療
保
健

福
祉
分
野
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
の
負
担
は
継
続

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

と
こ
ろ
で
、
し
お
さ
い
会
の
活
動
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
昨
年
は
、
第
22
回
総
会
を
前
回
同
様
の
書
面

総
会
に
て
行
い
ま
し
た
。
予
め
の
投
票
等
の
手
続
き

に
ご
協
力
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
令
和

５
年
か
ら
６
年
に
か
け
て
の
活
動
を
承
認
頂
き
、
新

し
く
役
員
を
担
っ
て
下
さ
る
方
々
を
交
え
て
の
体
制

で
、
同
窓
会
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
総
会
時

の
研
修
会
で
は
、
元
会
長
の
徳
永
龍
子
様
に
、「
し
お

さ
い
会
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演

し
て
頂
き
ま
し
た
。（
次
項
に
、
内
容
の
一
部
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。）
会
場
で
参
加
し
た
り
、
リ
モ
ー
ト

に
て
参
加
下
さ
っ
た
方
も
あ
り
、
夫
々
に
、
印
象
深
く

聞
き
留
め
、
私
た
ち
役
員
は
、
本
会
の
目
的
に
向
か
っ

て
活
動
す
る
こ
と
の
意
義
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
、
２
年
に
１
度
の
総
会
時
に
懇
親
会
を

開
催
し
親
睦
を
深
め
る
と
い
う
機
会
を
、
今
回
も
見
送

り
ま
し
た
の
で
、
令
和
７
年
の
第
23
回
総
会
の
機
会
に

は
、
皆
様
と
直
接
お
目
に
か
か
れ
る
こ
と
を
切
に
希
望

し
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
約
６
年
ぶ
り
の
懇
親
会

を
ど
の
会
場
で
開
催
出
来
る
か
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
は
、「
し
お
さ
い
会
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開

催
の
年
で
す
。
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
開
催
予
定
で

す
。
奮
っ
て
参
加
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
し
お
さ
い
会
」
の
こ
れ
か
ら
の
予

定
な
ど
も
紹
介
致
し
ま
し
た
が
、
私
達
を
取
り
巻
く
国

内
外
の
情
勢
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。「
地
球
沸
騰

化
」
の
宣
告
も
な
さ
れ
、
自
然
環
境
の
変
化
や
大
規
模

災
害
の
報
道
に
は
危
機
感
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
複

数
の
国
の
間
で
戦
闘
の
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
現
実
は
、

人
の
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。
更

に
、
生
成
Ａ
Ⅰ
に
よ
る
偽
情
報
の
拡
散
等
も
あ
り
、「
何

を
信
じ
た
ら
良
い
の
か
？
」
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
自
然
の
移
ろ
い
を
季
節
の
変
化
と
し
て

実
感
で
き
、
安
全
な
と
こ
ろ
で
健
康
で
文
化
的
な
営
み

の
出
来
る
日
々
が
続
き
ま
す
よ
う
に
と
祈
る
こ
と
で
す
。

　

お
わ
り
に
、
皆
様
が
、
今
後
も
し
お
さ
い
会
の
活
動

に
関
心
を
寄
せ
て
頂
き
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
祈
念
し
、
令
和
６
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

鹿
児
島
大
学
保
健
師
同
窓
会

し
お
さ
い
会
会
長

兒
　
島
　
淳
　
子
（
昭
和
53
年
卒
）

第10回しおさい会セミナーご案内
【日時】令和６年５月18日(土）10時〜12時
【場所】鹿児島大学医学部保健学科　地域包括看護学実習室
【内容】『地域でかがやく よりそい力
　　　　　　　　　　  　～お互いに学び合う～』
　　　・ボランティア団体チーム Maru 代表者
　　　　　　　　　　　西村 るり子 氏（昭和54年卒）
　　　・ボランティア学生（サークルかすみそう）
　　　・鹿屋保健所　　髙田 紗矢 氏（令和３年卒）

【参加料】無料
【申し込み】しおさい会ホームページ
　　　　　　https://shiosaikai.org
　　　お申し込みフォームはこちら➡
【締め切り】令和６年４月30日(火）
【担当】 090－3190－6499（吉住嘉代子）
 　　　　090－2964－9151（帖佐　桂子）

（1）　令和６年３月 し 　 お 　 さ 　 い 第39号



　

令
和
五
年
八
月
五
日
（
土
）
鹿
児

島
市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
愛

称
‥
よ
か
セ
ン
タ
ー
）
に
て
、
第

二
十
二
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
も
前
回
総
会
に
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
書
面
総
会

の
形
で
行
う
こ
と
と
し
、
二
八
四
名

の
会
員
の
方
か
ら
書
面
表
決
書
を
ご

提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
通
り
で
す
。

【
議
長
承
認
】　

議
長　

末
吉　

紀
子
さ
ん

（
承
認
二
六
七
・
不
承
認
０
）

【
議
決
議
案
】

第
二
号
議
案　

令
和
三
・
四
年
度

収
支
決
算
及
び
監
査
報
告
（
承
認

二
七
八
・
不
承
認
０
）

第
三
号
議
案　

令
和
五
・
六
年
度
事

業
計
画
（
承
認
二
七
八
・
不
承
認
０
）

第
四
号
議
案　

令
和
五
・
六
年
度
収

支
予
算
書
（
承
認
二
七
八
・
不
承
認

０
）

第
五
号
議
案　

役
員
改
選
（
承
認

二
七
八
・
不
承
認
０
）

　

こ
の
結
果
に
よ
り
、
本
会
会
則
第

十
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
に
則
り
、

承
認
多
数
で
全
て
の
議
案
が
決
議
さ

れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

総
会
は
議
長
（
昭
和
六
十
一
年
卒

の
末
吉
紀
子
さ
ん
）・
議
事
録
署
名

人
（
昭
和
五
十
九
年
卒
松
崎
亮
子
さ

ん
）・
執
行
部
に
よ
り
四
提
出
議
案
・

一
議
題
に
つ
い
て
審
議
・
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
る

第
九
回
「
し
お
さ
い
会
セ
ミ
ナ
ー
」

の
開
催
、
検
討
事
項
と
し
て
、
会
員

数
の
割
合
に
対
し
、
会
費
納
入
者
数

の
減
少
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
会
の

運
営
に
支
障
が
出
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
同
窓
会
活
動
の
在
り

方
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
事
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
会

員
の
方
か
ら
「
会
員
数
の
割
に
会
費

納
入
者
が
少
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
」「
保
健
師
学
校
卒
と
大
学
卒
の

会
員
の
考
え
方
の
違
い
も
あ
る
と
思

う
」「
納
入
を
促
す
文
書
を
一
筆
入
れ

た
り
何
か
対
策
は
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ

て
、
同
窓
会
通
信
を
数
年
越
し
と
い

う
訳
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
か
」

等
の
ご
意
見
、
ご
提
案
を
頂
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
新
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
、

総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

一　
令
和
三・四
年
度
報
告

　
一　
事
業
報
告

　
　

㈠
同
窓
会
総
会
の
開
催

　
　

㈡
同
窓
会
通
信
「
し
お
さ
い

　
　
　

三
七
・
三
八
号
」
の
発
行

　
　

㈢
同
窓
会
新
入
会
員
推
進
活
動

　
　
　

①
同
窓
会
入
会
の
説
明

　
　
　
　
（
第
二
十
・
二
十
一
期
生
）

　
　
　

②
卒
業
生
入
会
希
望
者
へ

　
　
　
　

祝
電
・
記
念
品
贈
呈

　
　
　
　
（
第
二
十
期
生
）

　
　
　
　

卒
業
式
中
止
の
た
め

　
　
　
　

記
念
品
贈
呈
の
み

　
　
　
　
（
第
二
十
一
期
生
）

　
　
　
　

卒
業
式
に
列
席
及
び

　
　
　
　

お
祝
い
メ
ー
ル
配
信
・

　
　
　
　

記
念
品
贈
呈

　
　

㈣
研
修
会

　
　
　

①
総
会
時

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の

　
　
　
　

観
点
か
ら
中
止	

　
　
　

②
し
お
さ
い
会
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
（
令
和
四
年
度
）	

　
　

㈤
運
営
に
関
す
る
会
議

　
　
　

①
役
員
会　

十
二
回
開
催

　
　
　

②
ク
ラ
ス
連
絡
委
員
会

　
　
　
　

三
密
回
避
の
た
め
中
止

　
　

㈥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理　

　
二　
庶
務
報
告

　
　

㈠
会
員　

一
三
八
六
名

　
　
　
（
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　

現
在
）

　
　
　

新
規
会
員

　
　
　

令
和
三
年
度　

六
名

　
　
　

令
和
四
年
度　

九
名

　
　

㈡
会
報
発
送
数

　
　
　

令
和
三
年　

七
一
七
通

　
　
　

令
和
四
年　

七
六
三
通

　
三　
決
算
報
告
（
三
頁
参
照
）

二　
令
和
五・六
年
度
計
画

　
一　
事
業
計
画

　
　

㈠
同
窓
会
総
会
の
開
催

　
　
　
（
令
和
五
年
八
月
）

　
　

㈡
同
窓
会
通
信
「
し
お
さ
い
」

　
　
　

発
行

　
　

㈢
同
窓
会
新
入
会
員
推
進
活
動

　
　

㈣
研
修
会

　
　
　
（
令
和
五
年
度
総
会
時
・

　
　
　

令
和
六
年
度
し
お
さ
い
会

　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
）

　
　

㈤
運
営
に
関
す
る
会
議

　
　

㈥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

　
二　
予
算
（
三
頁
参
照
）

　
三　
役
員
改
選
（
三
頁
参
照
）

総
会
研
修
会

「
し
お
さ
い
会
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら　
　

　
～ 

鹿
児
島
大
学
保
健
師
同
窓
会
の

　
　
　
　
　
　
　
在
り
方
は
？
～
」

　
　
　
　
　
講
師　
徳
永　
龍
子 

氏

開
催
日
時
‥
令
和
五
年
八
月
五
日（
土
）　

場
所
‥
鹿
児
島
市
勤
労
者
交
流　
　

　
　
　

セ
ン
タ
ー
（
よ
か
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

七
階　

第
一
会
議
室

　

わ
た
し
が
保
健
師
の
能
力
に
目
覚

め
た
の
は
、昭
和
三
十
六
年
頃
（
十
四

歳
の
時
）。

　

そ
の
き
っ
か
け
は
、
ポ
リ
オ
が

昭
和
三
十
五
年
頃
大
流
行
し
、
翌

年
三
十
六
年
か
ら
一
万
人
の
保
健

師
が
生
後
六
か
月
か
ら
三
歳
ま
で
の

一
三
〇
〇
万
人
に
経
口
接
種
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
翌
年
に
は
ポ
リ
オ
患
者

が
激
減
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
目

に
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

  

本
県
の
保
健
師
教
育
は
、
鹿
児
島

県
立
保
健
婦
養
成
所
が
昭
和
十
七
年

に
全
国
で
二
番
目
に
開
設
さ
れ
た
こ

と
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
時
の
保
健
師

教
育
の
理
念
は
、「
僻
地
性
に
富
み
離

島
が
多
い
本
県
の
特
殊
事
情
に
と
っ

て
は
、
保
健
衛
生
こ
そ
が
県
政
の
重

点
課
題
で
あ
り
、
地
域
創
成
の
未
来

に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
、
地
方
保

健
衛
生
の
目
的
達
成
を
め
ざ
す
。」
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
幾
度
の
校
名
、
体
制
の

変
遷
を
経
て
、
令
和
八
年
四
月
に
は
、

大
学
院
前
期
博
士
課
程
公
衆
衛
生
看

護
学
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
、
保
健
師

養
成
は
大
学
院
課
程
で
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

　

鹿
児
島
大
学
保
健
師
同
窓
会
「
し

お
さ
い
会
」
は
，
昭
和
五
十
四
年
一

月
に
発
足
し
た
。

　

し
お
さ
い
会
主
催
の
講
演
・
研
修
・

セ
ミ
ナ
ー
は
、
活
躍
中
の
保
健
師
，

同
窓
生
、
恩
師
等
が
集
い
、
意
見
交

換
や
学
び
合
い
に
よ
り
、
自
ら
考
え

行
動
で
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

保
健
師
が
人
間
社
会
の
た
め
に
働

く
力
と
し
て
、「
前
に
踏
み
出
す
力

（
保
健
師
の
主
体
的
な
学
び
）」「
考
え

抜
く
力
」「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
が

重
要
で
あ
る
。

　

更
に
は
、
何
の
た
め
に
業
務
（
事

業
・
活
動
・
検
討
）
に
取
り
組
む
の
か
、

最
終
的
に
「
住
民
の
幸
せ
」
や
「
健

康
な
地
域
づ
く
り
」
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
を
意
識
す
る
こ
と
が
，
目
指

す
べ
き
保
健
師
活
動
の
理
念
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
し
お
さ
い
会
は
、「
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
住
民
の
幸
せ
と

暮
ら
し
を
最
期
ま
で
支
え
る
地
域
包

括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き

る
人
材
の
養
成
と
担
い
手
に
な
る
こ

と
」、
ま
た
、「
保
健
師
活
動
の
未
来

展
望
を
抱
き
、
看
護
の
将
来
を
見
据

え
、
あ
る
べ
き
姿
に
向
か
い
学
ぶ
学

生
と
会
員
を
支
援
継
続
す
る
こ
と
」

を
目
標
に
掲
げ
，
活
動
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
文
責
‥
盛
満
・
栗
脇
）

第39号 し 　 お 　 さ 　 い 令和６年３月　（2）



〔〔収収入入〕〕                              〔単位：円〕

科   目 予算額 収入済額 増減額 備        考

会      費 800,000 911,500 111,500 会費（342名）　卒業時入会（R４卒６名）

雑  収  入 15,000 34,097 19,097
寄付（水田様、徳永様）
定期預金満期利子14,073円，普通預金利息24円

繰  越  金 1,653,867 1,653,867 0 前期からの繰越金
計 2,468,867 2,599,464 130,597

〔〔支支出出〕〕                               〔単位：円〕

科    目 予 算 額 支 出 額 差 引 額 備     考
会  議  費 1,000,000 273,955 726,045 総会，セミナー，役員会
研  修  費 100,000 24,000 76,000 研修会講師
印  刷  費 300,000 250,931 49,069 会報「しおさい第36号と37号」，宛名ｼｰﾙ
事  務  費 130,000 133,522 △ 3,522 事務用品（USB，コピー用紙，インク代等），役員手当

通  信  費 500,000 268,887 231,113 会報「しおさい第36号と37号の発送料，ホームページ管理費

慶  弔  費 50,000 10,000 40,000 藤野元会長の香典代
振込手数料 50,000 58,837 △ 8,837 会費納入時の手数料，会報誌代金等振込手数料
雑    　費 100,000 3,000 97,000 卒業生記念品（図書券500円×6人）
予  備  費 238,867 0 238,867

計 2,468,867 1,023,132 1,445,735

〔収入〕

科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減　額 備     考
会    　費 800,000 800,000 0 入会金，会費

雑  収  入 15,000 15,000 0 寄付等

繰  越  金 1,576,332 1,653,867 △ 77,535 前期からの繰越金

計 2,391,332 2,468,867 △ 77,535

〔支出〕 　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減　額 備     考
会  議  費 1,000,000 1,000,000 0 総会，役員会，連絡員会
研  修  費 100,000 100,000 0 研修会
印  刷  費 300,000 300,000 0 会報「しおさい」，宛名ｼｰﾙ 等
事  務  費 150,000 130,000 20,000 事務用品，役員手当
通  信  費 500,000 500,000 0 会報「しおさい」発送料，ホームページ管理料等

慶  弔  費 50,000 50,000 0
振込手数料 60,000 50,000 10,000
雑　    費 100,000 100,000 0 大学との連携　他
予  備  費 131,332 238,867 △ 107,535

計 2,391,332 2,468,867 △ 77,535

令令和和５５・・６６年年度度収収支支予予算算書書  
（令和５年４月１日～令和７年３月31日）

令令和和３３・・４４年年度度収収支支決決算算書書
（令和3年4月1日～令和5年3月31日）

収入合計　2,599,464円　　－　支出合計　1,023,132円　　＝　　差引残高 1,576,332円

（令和元年７月１日～令和３年３月31日）

（令和３年４月１日～令和５年３月31日）

【収　　入】

令和元・２年度 決算書別　表

（単位：円）
収入済額  　予　算　額科　　　　目

会　　　　　費
雑　　収　　入
繰　　越　　金

計

1,200,000
15,000

1,862,020
3,077,020

△ 470,000
△ 1,593

0
△ 471,593

730,000
13,407

1,862,020
2,605,427

収　入　合　計 2,605,427円  
支　出　合　計 　951,560円
差　引　残　高 1,653,867円

令和３年８月２２日提出

令和３年８月２２日提出

（△減）

（△減）

増　減　額 備　　　　　　 考
会費（246名）、卒業時会費（R２卒39名、R３卒36名）
寄付（梅木様、新納様）、利息７円
前期からの繰越金（うち定額口座：110万円）

【支　　出】 （単位：円）
支  出  額予　算　額科　　　　目

会 議 費
研 修 費
印 刷 費
事 務 費
通 信 費
慶 弔 費
振 込 手 数 料
雑 　 費
予 備 費

計

1,000,000
100,000
300,000
130,000
500,000
50,000
50,000
100,000
847,020
3,077,020

602,287
△ 12,505
174,556
1,597

396,930
50,000
15,869
62,000
834,726
2,125,460

397,713
112,505
125,444
128,403
103,070

0
34,131
38,000
12,294
951,560

差　引　額 備　　　　　　 考
総会、役員会
研修会講師
会報「しおさい」、宛名ｼｰﾙ　他
事務用品、役員手当
会報「しおさい」発送料、ホームページ開設費

卒業生記念品代　他
しおさい会功労者への感謝状

【収　　入】

令和３・４年度　予算
（単位：円）

前年度予算額本年度予算額科　　　　目
会　　　　　費
雑　　収　　入
繰　　越　　金

計

800,000
15,000

1,653,867
2,468,867

△ 400,000
0

△ 208,153
△ 608,153

1,200,000
15,000

1,862,020
3,077,020

（△減）

（△減）

増　減　額 備　　　　　　 考
入会金、会費
寄付等
前期からの繰越金

【支　　出】 （単位：円）

前年度予算額本年度予算額科　　　　目
会 議 費
研 修 費
印 刷 費
事 務 費
通 信 費
慶 弔 費
振 込 手 数 料
雑 　 費
予 備 費

計

1,000,000
100,000
300,000
130,000
500,000
50,000
50,000
100,000
238,867
2,468,867

0
0
0
0
0
0
0
0

△ 608,153
△ 608,153

1,000,000
100,000
300,000
130,000
500,000
50,000
50,000
100,000
847,020
3,077,020

差　引　額 備　　　　　　 考
総会、役員会、連絡員会
研修会
会報「しおさい」、宛名ｼｰﾙ 等
事務用品、役員手当
会報「しおさい」発送料、ホームページ管理料等

大学との連携、大学の行事出席　他

しおさい会
会 長　　徳　永　龍　子

　
【
新
役
員
】

　
　
　

会　

長　
　

兒
島　

淳
子

　
　
　

副
会
長　
　

松
永　

絹
子

　
　
　

書　

記　
　

盛
満　

め
ぐ
み

　
　
　
　
　
　
　
　

栗
脇　

ひ
と
み

　
　
　

会　

計　
　

鋪
根　

加
奈

　
　
　
　
　
　
　
　

上
村　

香
代

　
　
　

監　

事　
　

川
崎　

誉
代

　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

治
代

　
　
　

理　

事　
　

吉
住　

嘉
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　

羽
生　

香
織

　
　
　
　
　
　
　
　

今
辻　

香
織

　
　
　
　
　
　
　
　

帖
佐　

桂
子

　
　
　
　
　
　
　
　

西
青
木
美
代

　
【
退
任
役
員
】

　
　
　

副
会
長　
　

笹
川　

純
子

　
　
　

書　

記　
　

山
中　

和
代

　
　
　

会　

計　
　

小
田　

房
子

　
　
　

監　

事　
　

大
小
田
由
美
容

　
　
　

理　

事　
　

益
満　

友
子

　
　
　
　
　
　
　
　

船
川　

由
香

　

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

前列左から１人目：議事録署名人  松崎亮子様、２人目：議長  末吉紀子様
前列左から３人目：兒島淳子会長、４人目：徳永龍子氏

（3）　令和６年３月 し 　 お 　 さ 　 い 第39号



今
改
め
て
保
健
師
活
動
に
思
う
こ
と

昭
和
59
年
卒
　
久
保
　
倫
子

　

鹿
児
島
県
保
健
師
と
し
て
の
勤

務
や
退
職
後
に
保
健
所
や
市
町
村

の
保
健
師
活
動
に
関
わ
り
、
保
健

師
と
し
て｢

つ
な
が
る｣
こ
と

と
「
つ
な
げ
る
」
こ
と
の
大
切
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
私
達
の
退

職
前
に
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
、
最
後

の
２
年
間
は
ほ
ぼ
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
対

応
に
追
わ
れ
な
が
ら
の
日
々
で
し

た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
市
町
村

保
健
師
や
医
療
・
介
護
関
係
者
と

の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

業
務
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
し
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
公
衆
衛
生
活
動
に
お

い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等

平
常
時
の
準
備
の
重
要
性
を
言
わ

れ
ま
す
が
、
ま
さ
に
市
町
村
や
医

療
機
関
、
介
護
事
業
所
と
顔
の
見

え
る
関
係
が
で
き
て
い
た
こ
と
で

助
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と

思
い
出
し
ま
す
。
併
せ
て
、
先
輩

方
や
後
輩
の
皆
様
の
お
か
げ
で
な

ん
と
か
責
任
を
全
う
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
今
、
市
町
村
の
保
健
事

業
や
保
健
師
や
介
護
支
援
専
門
員

等
の
人
材
育
成
に
携
わ
る
機
会
を

い
た
だ
き
、
月
に
十
日
ほ
ど
保
健

師
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
乳
幼
児
健
診
や
訪
問
指

導
な
ど
個
別
に
住
民
に
関
わ
る
楽

し
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
、
住
民
の
声
を
聴

き
、
健
康
づ
く
り
を
共
に
考
え
な

が
ら
事
業
を
検
討
し
て
い
く
わ
く

わ
く
感
を
感
じ
ら
れ
る
保
健
師
の

醍
醐
味
を
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

新
た
な
挑
戦
と
し
て
、
名
瀬
保

健
所
勤
務
に
な
り
実
家
で
の
生
活

が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
、
親
の
介
護

予
防
と
私
の
健
康
づ
く
り
を
兼
ね

て｢

畑
仕
事｣

を
始
め
ま
し
た
。

放
置
状
態
が
続
い
て
い
た
の
で
荒

れ
放
題
と
な
っ
た
土
地
を
畑
に
耕

作
し
、
種
植
え
や
収
穫
と
な
る
と

張
り
切
る
親
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、

季
節
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
仕
事
の
大
半
は
草
取
り
な

の
で
す
が
、
無
心
で
汗
を
か
け
日

常
の
雑
多
を
忘
れ
る
い
い
時
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
作
り
は
思

う
よ
う
に
収
穫
で
き
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
自
然
が
相
手
な
の

で
、｢

こ
ん
な
も
ん
か
な｣

っ
て

還
暦
を
迎
え
て

い
い
意
味
で
の
『
妥
協
』
も
で
き
、

発
芽
し
少
し
ず
つ
成
長
す
る
姿
を

見
な
が
ら
食
べ
頃
を
迎
え
る
時
に

思
っ
た
以
上
に
収
穫
が
あ
る
と
喜

び
は
倍
増
し
ま
す
。
畑
仕
事
を
し

て
い
る
と｢

気
持
ち
の
持
ち
よ
う

や
段
取
り
が
な
ん
か
保
健
師
活
動

に
似
て
い
る
な｣

っ
て
思
い
ま
す
。

保
健
師
と
し
て
地
域
と
関
わ
り
な

が
ら
、
日
々
の
生
活
に
喜
び
を
見

出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ご
縁
と
元
気
に
感
謝
の
日
々

昭
和
60
年
卒
　
大
野
　
佳
子

（
旧
姓
：
西
村
）

　

忘
れ
た
こ
ろ
に
届
く
鹿
児
島
大

学
保
健
師
同
窓
会
か
ら
の
お
便
り

「
し
お
さ
い
」
は
懐
か
し
く
、〝
皆
、

が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
だ
な
〟
と
、

温
か
く
有
り
難
い
気
持
ち
に
包
ま

れ
ま
す
。

　

さ
て
、
還
暦
の
お
年
頃
に
な
っ

て
感
じ
る
こ
と
…
…
日
々
生
き
て

い
る
こ
と
に
感
謝
。
朝
、
目
が
覚

め
た
こ
と
に
感
謝
、
背
筋
を
伸
ば

し
て
速
歩
で
き
る
こ
と
に
感
謝
、

美
味
し
く
ご
飯
を
い
た
だ
け
る
こ

と
に
感
謝
、
仲
間
と
大
笑
い
で
き

る
こ
と
に
感
謝
、
い
ま
だ
正
規
雇

用
の
仕
事
と
の
ご
縁
が
あ
る
こ
と

に
感
謝
…
…
。
最
近
は
、
娘
が
良

い
方
と
ご
縁
あ
り
、
結
婚
に
よ
っ

て
家
族
の
輪
が
広
が
っ
た
こ
と
が

本
当
に
有
り
難
く
、
安
堵
と
と
も

に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
の
気
持
ち
を

も
っ
て
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
保
健
師
の
同
期

生
（
24
回
生
）
と
連
絡
を
取
り
合

う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
。

一
方
、
看
護
師
の
同
期
生
（
32
回

生
）
と
は
、「
還
暦
同
窓
会
を
し

よ
う
！
」
と
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら

34
名
の
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
結

成
し
、
季
節
の
変
わ
り
目
や
各
々

の
出
来
事
を
共
有
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
病
気
で
入
院
中
の
同
期

生
を
支
え
励
ま
し
合
う
た
め
に
、

多
い
時
で
１
日
60
会
話
ほ
ど
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

本
人
が
「
夜
間
、
23
時
、
嫌
い
な

時
間
。
乾
燥
で
咳
す
る
の
で
、
痛

い
ほ
ど
で
も
な
い
け
ど
、
セ
デ
ス

の
ん
だ
ら
咳
も
な
く
な
り
、
ま

た
寝
ら
れ
た
。」
と
つ
ぶ
や
け
ば
、

「
セ
デ
ス
は
効
く
ん
だ
ね
。
効
く

も
の
が
あ
る
の
は
良
い
ね
」「
徳

之
島
で
は
深
呼
吸
し
て
〝
ふ
ー
い

き　

し
ー
た
ぼ
ー
れ
〟
と
言
い
ま

す
。
島
で
の
か
け
声
で
す
。
現
役

時
代
は
良
く
使
っ
て
ま
し
た
。
深

呼
吸
は
、
普
通
に
し
て
い
い
か
ら

ね
。
気
持
ち
も
呼
吸
も
落
ち
着
き

ま
す
」
な
ど
同
期
生
か
ら
の
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
感
じ
で
す
。
本

人
の
不
安
や
重
い
気
持
ち
を
そ
っ

と
受
け
止
め
て
く
れ
る
人
が
い
て
、

苦
痛
が
和
ら
ぐ
の
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

感
じ
取
り
ま
す
。
ど
こ
に
い
て
も
、

い
つ
で
も
支
え
合
い
、
励
ま
し
合

え
る
関
係
は
、
あ
の
青
春
時
代
に

看
護
学
実
習
を
は
じ
め
戴
帽
式
を

や
る
の
や
ら
な
い
の
と
大
論
議
し
、

大
学
病
院
の
食
パ
ン
と
バ
タ
ー
を

お
や
つ
に
し
、
苦
楽
を
共
に
し
た

同
期
生
だ
か
ら
こ
そ
、
共
有
で
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

前
回
の
総
会
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
繋
が
る
良
い
機
会
を
い
た
だ
い

た
の
に
、
仕
事
と
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
合
わ
ず
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
と

お
会
い
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
の
機
会
を
楽
し
み

に
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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北
薩
地
域
振
興
局

　
保
健
福
祉
環
境
部　

　
　
健
康
企
画
課
企
画
管
理
係

令
和
５
年
卒　
楠
見
卓
真
さ
ん

　

４
月
か
ら
鹿
児
島
県
の
保
健
師

と
し
て
入
庁
し
て
か
ら
８
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、
私
は

川
薩
保
健
所
の
企
画
管
理
係
保
健

師
と
し
て
、
保
健
所
の
衛
生
管
理

や
統
計
調
査
事
務
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
企
画
管
理
係
保
健
師
は
、

主
に
地
域
医
療
構
想
や
地
域
医
療

連
携
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

今
で
こ
そ
、
企
画
管
理
係
保
健
師

が
担
っ
て
い
る
役
割
を
理
解
し
て

い
ま
す
が
、
配
属
さ
れ
た
当
初
は
、

自
身
が
思
い
描
い
て
い
た
「
保
健

師
像
」
と
全
く
異
な
る
と
い
う
印

象
で
し
た
。

　

自
身
の
保
健
師
像
は
、
対
人
業

務
が
あ
り
、
地
域
の
実
情
や
住
民

の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
地
域
課

題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
保
健

師
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
蓋

を
開
い
て
み
る
と
対
人
業
務
は
全

く
と
い
っ
て
い
い
程
無
く
、
保
健

師
の
専
売
特
許
と
も
い
え
る
健
康

教
室
も
実
施
す
る
機
会
は
な
く
、

「
こ
れ
は
私
が
保
健
師
に
な
っ
て

ま
で
し
た
か
っ
た
仕
事
な
の
か
」

と
、
苦
悩
し
て
い
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
企
画
保
健
師
の
役

割
を
見
い
だ
す
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
担
当
業
務
で
あ
る
保
健
所
の

衛
生
管
理
で
す
。
主
に
「
衛
生
委

員
会
」
の
運
営
で
す
。
衛
生
委
員

会
で
は
、
職
場
改
善
を
図
る
た
め

の
方
針
や
そ
れ
に
向
け
た
職
員
の

役
割
分
担
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
環
境
改
善
す
る
に
は
、
何

が
原
因
で
ど
う
行
動
す
る
か
示
す

必
要
が
あ
り
、
行
動
を
起
こ
す
際
、

根
拠
や
統
一
方
針
を
掲
げ
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
と

き
、
企
画
管
理
係
保
健
師
の
一
業

務
で
あ
る
「
計
画
見
直
し
」
も
大

規
模
に
な
っ
た
だ
け
で
、
関
係
者

が
同
じ
目
的
を
持
っ
て
行
動
で
き

る
よ
う
な「
基
幹
づ
く
り
」を
担
っ

て
い
る
の
だ
と
感
じ
る
機
会
に
も

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
対
人
業
務
と

は
違
う
保
健
師
像
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
一
見
異
な
る
業
務
で
も
、

役
割
や
意
義
に「
気
づ
か
さ
れ
る
」

こ
と
が
あ
る
と
学
ぶ
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　

県
保
健
師
は
、
成
果
が
見
え
づ

ら
い
業
務
が
多
い
職
種
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
小
さ
な
発

見
と
「
自
身
の
業
務
は
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
欠
か
せ
な
い
」
と
い
う
誇

り
を
持
っ
て
、
先
輩
方
や
同
期
と

情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
楽
し
く

業
務
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

鹿
児
島
厚
生
連
病
院

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
健
康
指
導
課
　

令
和
５
年
卒　
田
中
杏
奈

　

鹿
児
島
厚
生
連
病
院
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
は
１
９
７
７
年
（
昭
和

52
年
）
に
Ｊ
Ａ
組
合
員
・
地
域
住

民
の
健
康
問
題
に
対
応
す
る
目
的

で
設
立
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
45
年
以

上
に
わ
た
っ
て
県
民
の
皆
様
の
健

康
を
守
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
診

療
部
門
と
健
診
部
門
の
２
つ
の
部

門
に
分
か
れ
て
お
り
、
私
の
勤
務

し
て
い
る
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で

は
主
に
人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
は
厚
生
連
病
院
と
同
じ

建
物
内
に
あ
る
た
め
、
予
防
か
ら

医
療
ま
で
の
一
貫
し
た
体
制
に
よ

る
保
健
・
医
療
活
動
が
実
施
で
き

る
点
が
特
徴
で
す
。
保
健
師
は
、

健
診
業
務
に
携
わ
る
健
康
指
導
課

と
産
業
医
契
約
を
締
結
し
各
事
業

所
の
産
業
保
健
活
動
を
行
う
健
康

支
援
課
に
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
私
の
配
属
先
で
あ
る

健
康
指
導
課
に
つ
い
て
紹
介
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
健
康
指
導
課
は

現
在
保
健
師
24
名
、
看
護
師
７

名
、
事
務
職
３
名
が
働
い
て
い
ま

す
。
多
様
な
世
代
の
職
員
が
協
力

し
合
い
な
が
ら
仕
事
を
行
っ
て
お

り
、
職
場
全
体
で
友
好
的
な
雰
囲

気
が
あ
り
ま
す
。
主
な
業
務
内
容

は
、
人
間
ド
ッ
ク
・
健
康
診
断
の

問
診
や
結
果
表
作
成
、
結
果
報
告

会
、
事
後
管
理
、
健
康
教
室
、
特

定
保
健
指
導
で
す
。
健
康
診
断
は

施
設
内
だ
け
で
な
く
、
県
内
の
本

土
か
ら
離
島
ま
で
巡
回
健
診
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
約
４
万
人
、

こ
れ
ま
で
延
べ
１
０
０
万
人
以
上

を
診
察
し
、
離
島
や
交
通
が
不
便

な
土
地
な
ど
、
気
軽
に
定
期
健
診

を
受
け
ら
れ
な
い
地
域
の
人
々
に

健
康
に
つ
い
て
見
直
す
機
会
を
提

供
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
巡

回
健
診
に
魅
力
を
感
じ
厚
生
連
に

入
会
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の

生
活
し
て
い
る
場
所
に
出
向
く
こ

と
で
そ
の
土
地
柄
や
人
の
温
か
さ

に
触
れ
た
り
、
時
に
は
そ
こ
で
し

か
食
べ
ら
れ
な
い
美
味
し
い
グ
ル

メ
を
食
べ
る
こ
と
が
私
の
楽
し
み

で
も
あ
り
ま
す
。
健
診
準
備
か
ら

結
果
報
告
会
ま
で
保
健
師
と
し
て

の
責
任
は
大
き
い
で
す
が
、
行
政

や
Ｊ
Ａ
の
方
と
協
力
し
て
健
診
を

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
た
り
、
受
診
者

の
方
々
に
保
健
指
導
を
行
な
っ
た

り
す
る
こ
と
で
自
分
自
身
の
成
長

を
感
じ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

適
切
な
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
成
長
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が

ら
、
今
後
も
保
健
師
と
し
て
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

最
近
、
偶
然
に
も
た
ま
た
ま

取
っ
た
電
話
の
相
手
が
鹿
大
の
保

健
師
の
同
期
で
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
と
い
う
経
験
を
し
ま
し
た
。
今

後
、
健
診
先
の
様
々
な
場
所
で
私

に
会
う
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
時
は
是
非
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

職
場
紹
介
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会計係からの 会費納入をお忘れでは
ないでしょうか？

しおさい会では、会報誌の作成や隔年毎の総会及びセミナー
の開催、連絡員との交流会など、皆様の会費で活動が成り立っ
ています。
しかしながら、会員数と会費納入は減少傾向にあります。
左下の「同窓会費の納入方法について」を御覧いただき、
会費の納入を忘れずにお願いします。

しおさい会ホームページ
ご活用ください！

☆イベントや求人情報、しおさい会セミナー、　　　　
　　　　　　　総会の様子などもご覧になれます。

☆入会希望／住所・氏名の変更／会報が届かない方  

☆求人情報を掲載したい、イベントを掲載したい方     

→メールからお問い合せください。

本号や過去の号もご覧になれます！

「会報誌しおさい」のお届けについて
　同窓生をつなぐ「会報誌しおさい」は郵送でお届けしていますが，しおさい会ホームペー
ジでは，過去の発行分も含めご覧いただけるようになっていることから，若い会員の方を中
心に「郵送は不要です」との声が聞かれています。
　ついては，次号以降は希望されない方には郵送を遠慮することとなりました。
　もちろん，紙面には，封筒を開ける時のドキドキ，紙の香り，手触りなど，電子画面には
ない味わいがあります。よって，郵送を希望される方には，これまでどおり郵送しますので，
ご安心ください。

　事務局では，ホームページ上の会員ページの作成や，事前登録された会員のアカウント
への会報誌の一斉送信など検討中です。体制が整い次第，ホームページでお知らせします。

◆  郵送を希望されない方は，ＱＲコードから「会報誌ＨＰ
　閲覧入力フォーム」へ必要事項を入力してください。
　概ね９月末頃までにお願いします。
　※「総会案内」，「会費納入のお知らせ」は，これまでどおり
　　郵送します。
◆  郵送を希望される方は，手続きは必要ありません。

　同窓会費の納入方法について
同窓会の振込用紙をお持ちの方は用紙を使用してお振込ください。振込用
紙を紛失された方は、下記の口座へお振込をお願いいたします。ATM は
ご利用できません。振込手数料はしおさい会で負担します。

口座番号：０２０００-７-１１２２１
加入者名：しおさい会　郵便局：振替

※依頼者欄に氏名・卒業回生
（卒業年）を忘れずにご記入下さい。
（例）R６年３月卒業　
シオサイ　カイコ

編集後記編集後記
　この度、皆様のご協力によりしお
さい第３９号をお届けすることがで
きました。お忙しい中、快く寄稿い
ただきました方々に心より感謝申
し上げます。
　５月には「しおさい会セミナー」
を開催予定です。今後も会員の皆
様との繋がりを大切に、保健師活
動を支える同窓会を目指していき
たいと思います。
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